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１
　
所
在
地
　
　
　
石
川
県
金
沢
市
木
ノ
新
保
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・
北
安
江
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２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
三
年

（平
５
）
四
月
～

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
働
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
栃
木
英
道

。
楠
　
正
勝

・
滝
川
重
徳

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
下
町
跡

・
集
落
跡

・
墓
地

６
　
遺
跡
の
年
代
　
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

木
ノ
新
保
遺
跡
は
、
金
沢
市
域
の
北
西
部
に
位
置
し
、
小
立
野
台
地
か
ら
延

び
る
微
高
地
の
先
端
部
を
占
め
て
い
る
。
標
高
は
約
八
ｍ
で
、
現
在
は
Ｊ
Ｒ
金

沢
駅
の
構
内
と
な
っ
て
い
る
。

発
掘
調
査
は
、
北
陸
新
幹
線

金
沢
駅
緊
急
整
備
事
業
に
伴

っ

て
実
施
し
た
も
の
で
、
近
世
の

墓

。
道
路

・
建
物
な
ど
を
確
認

し
た
。
遺
跡
の
存
続
時
期
は

一

七
世
紀
か
ら

一
九
世
紀
ま
で
で
、

一
七
世
紀
初
頭
に
結
稲
を
埋
納

容
器
と
す
る
墓
地
が
営
ま
れ
、

一
七
世
紀
後
半
以
降
は
武
士
の
居
住
域
と
な
っ
て
い
る
。

居
住
域
で
は
、
道
路

・
掘
立
柱
建
物

・
井
戸
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
こ
の
居
住
域
に
接
し
て
、
結
桶
を
埋
設
し
た
貯
蔵
遺
構
が
検
出
さ
れ
て
お

り
、
城
下
の
屎
尿
集
積
遺
構
と
推
定
さ
れ
る
。
金
沢
城
下
町
の
西
北
端
に
お
い

て
、
城
下
の
境
界
域
の
様
相
を
知
り
得
る
遺
跡
で
あ
る
。

木
簡
は
、
墓
か
ら
五
点
、
溝
か
ら
五
点
、
土
坑
か
ら
六
点
、
落
ち
込
み
状
遺

構
か
ら
二
点
の
ほ
か
、
包
含
層
か
ら
五
点
、
計
二
三
点
出
上
し
た
。

な
お
、
木
ノ
新
保
遺
跡
の
発
掘
調
査
は
、
こ
の
後

一
九
九
四
年
か
ら

一
九
九

七
年
に
か
け
て
金
沢
市
教
育
委
員
会
が
実
施
し
て
お
り
、
約
八
〇
点
の
木
簡
が

出
土
し
て
い
る

（本
誌
第
二
人
号
）。
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木
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釈
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×
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（×

落
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状
遺
構
Ｓ
Ｘ
〇
三

口

　

「
十
七
」

落
ち
込
み
状
遺
構
Ｓ
Ｘ
Ｏ
四

④

　

浜
納
豆
」

包
含
層

⑬
　
。
「大
　
」

（焼
印
）

。
「
『〈〓
』
」

⑩
　
。
「大
　
」

（焼
印
）

。
「
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」

側

　

「明
和
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□
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戯

Ｐ
〕
巽

揃

伽

ｏ
解

【納
力
〕

⑭

　

浜
□
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戯
解卜要
桐
卜
ｏ２

ω
は
、
埋
納
容
器
に
転
用
さ
れ
た
酒
檸
の
蓋
で
あ
る
。
②
は
早
桶
で
、
側
板

に
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
い
は
、
早
桶
の
側
板
に
大
き
く
遺
骸
の
向
き
を
示
す
と

思
わ
れ
る

「前
」
「後
」
の
文
字
が
見
え
る
。
蓋
板
に
も
墨
書
が
見
え
る
。
①

は
曲
物
で
、
乳
児
の
埋
納
容
器
で
あ
ろ
う
。

①
⑪
⑩
⑭
⑭
⑬
②
の
は
い
ず
れ
も
由
物
の
蓋
に
内
容
物
の
名
を
記
し
た
も
の

で
あ
る
。
進
物
用
の
容
器
と
み
ら
れ
、
鱈
切
漬
、
煮
大
豆
、
浜
納
豆
の
名
が
見

え
る
。
浜
納
豆
は
、
近
世
に
お
い
て
も
つ
ぱ
ら
寺
院
で
製
造
さ
れ
た
塩
辛
納
豆

で
、
年
始
の
挨
拶
に
小
型
の
曲
物
に
入
れ
て
檀
越
に
贈
ら
れ
た
。
金
沢
城
下
町

で
は
、
こ
の
よ
う
な
曲
物
の
蓋
が
九
遺
跡
か
ら
計
三
六
点
出
土
し
て
い
る
。

⑮
は
、
土
坑
に
埋
置
さ
れ
て
い
た
蓋
付
き
の
箱
で
あ
る
。　
一
辺

一
五
二
ｍｍ
の

立
方
体
で
、
側
面
、
外
底
と
蓋
の
内
外
面
に
墨
書
が
見
え
る
。
箱
の
中
に
は
砂

が
中
程
ま
で
入
っ
て
お
り
、
砂
の
上
に
土
師
器
皿
に
乗
せ
た
鉄
地
金
張
の
球
が

置
か
れ
て
い
た
。
地
鎮
に
関
わ
る
遺
物
と
み
ら
れ
る
。
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文
献

石
川
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教
育
委
員
会

・
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川
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埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
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木
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